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第
四
五
八
回 

青
葉
会
句
会
報 

令
和
六
年
六
月
二
十
七
日(

木)  
 

於
：
三
軒
茶
屋 

新
し
ゃ
れ
な
あ
ど 

 

選 
 
 

者 

川
口
孤
舟 

 

参 

加 
者 
柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

 
 
 

長
谷
見
び
ん 

星
田
啓
子 

 

山
崎
亜
也 

 
 

投
句
・
選
句 

今
井
紀
久
男 

熊
谷
く
に
お 

小
早
健
介 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

 

中
川
雅
夫 
西
澤
國
護 

福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

古
田
昇 

宮
内
規
雄 

山
田
け
い
子 

 

山
内
天
牛 
渡
邊
盛
雄 

    

選
句
の
み 

 

伊
賀
山
そ
ら
お 
梅
崎
く
す
を 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

山
本
三
恵 

 

【
互 

選 

句
】 

○
は
選
者
の
「
天
」 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

十
点 

◎
睡
蓮
の
浮
き
葉
押
し
分
け
鯉
の
髭 

 
び
ん 

（
孤
・
く
・
健
・
千
・
○
康
・
堂
・
昇
・
啓
・
亜
・
け
） 

 

九
点 

◎
日
の
落
ち
て
瀬
音
高
ま
る
鮎
の
宿 

 
 

康
敏 
（
○
そ
・
紀
・
孤
・
く
・
清
・
ゆ
・
國
・
び
・
亜
） 

腰
に
挿
す
団
扇
決
ま
り
て
漢
か
な 

 
 

亜
也 

（
紀
・
忠
・
健
・
千
・
孝
・
康
・
堂
・
啓
・
○
三
） 

 

七
点 

 
 

湧
き
水
は
地
球
の
息
吹
花
菖
蒲 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
（
く
す
・
く
・
○
健
・
孝
・
昇
・
規
・
○
盛
） 

目
に
眩
し
素
足
が
歩
む
初
夏
の
街 

 
 
  

た
だ
し
げ  

（
紀
・
龍
・
己
・
ゆ
・
國
・
び
・
盛
） 

解
（
ほ
ど
）
け
く
る
月
下
美
人
の
白
光
す 

 
  

啓
子 

 

（
紀
・
と
・
千
・
孝
・
龍
・
清
・
け
） 

 

六
点 

  

口
無
し
の
花
の
匂
ひ
を
探
す
道 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
そ
・
紀
・
五
・
雅
・
國
・
正
） 

年
寄
り
の
細
脛
見
せ
る
半
ズ
ボ
ン 

 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
そ
・
紀
・
と
・
龍
・
堂
・
ゆ
） 

無
住
寺
の
苔
む
す
句
碑
や
額
の
花 

 
 
 
 
  

康
敏 

 

（
紀
・
く
・
健
・
た
・
び
・
昇
） 

◎
時
計
草
い
つ
ま
で
妻
の
立
話  

 
 
     

 
  

仝  

（
く
す
・
孤
・
く
・
堂
・
百
・
盛
） 

 

五
点  

◎
田
に
水
が
入
れ
ば
賑
や
か
蛙
鳴
く 

 
 
 

た
だ
し
げ  

 
 
 

（
孤
・
千
・
雅
・
び
・
天
） 

◎
つ
か
の
間
の
楽
園
に
入
る
昼
寝
か
な 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
孤
・
と
・
た
・
○
孝
・
清
） 

 

四
点 

 
 

喪
の
家
に
猫
出
迎
へ
る
暑
さ
か
な 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
○
く
す
・
紀
・
と
・
け
） 

雨
の
日
も
老
ひ
を
慰
む
濃
紫
陽
花 

 
 
 
 
 

 
 

仝 
 
 
 

（
た
・
己
・
ゆ
・
雅
） 

地
下
鉄
を
上
が
れ
ば
神
田
祭
か
な 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
○
正
・
規
・
け
・
天
）  

◎
潮
の
香
の
松
風
涼
し
安
吾
の
碑 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

（
紀
・
孤
・
康
・
昇
） 

夕
顔
の
白
き
を
捧
ぐ
舞
扇 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
紀
・
康
・
○
己
・
啓
） 

年
老
い
て
葉
桜
愛
で
る
男
あ
り 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
忠
・
百
・
規
・
亜
） 

 

松
落
葉
老
い
を
語
り
て
庭
を
掃
く 

 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 

（
紀
・
己
・
百
・
三
） 

紫
陽
花
や
草
む
す
駅
の
雨
上
が
り 

 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
そ
・
紀
・
己
・
天
） 

灼
け
石
の
陣
を
取
ら
ん
と
池
の
亀 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

（
紀
・
五
・
健
・
け
） 

夏
夕
焼
け
浄
土
は
赤
る
や
鳥
の
群 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
紀
・
五
・
○
龍
・
己
） 

艶
や
か
な
立
葵
か
な
女
子
バ
レ
ー 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
紀
・
忠
・
隆
・
啓
） 
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三
点 

 

羽
抜
鶏
さ
れ
ど
矜
恃
を
失
は
ず 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
紀
・
五
・
康
） 

己
が
影
水
面
走
ら
せ
あ
め
ん
ぼ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
○
と
・
清
・
天
） 

苔
玉
に
白
き
花
あ
る
夏
至
の
夕 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
康
・
び
・
三
） 

メ
ロ
ン
パ
フ
エ
昨
日
の
憂
ひ
和
ら
ぎ
て 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

（
清
・
正
・
亜
） 

子
ら
の
支
へ
大
い
に
あ
る
よ
亡
夫
（
つ
ま
）
に
ビ
ー
ル 

 
 

仝 
 
 

 
 

（
紀
・
び
・
三
） 

朝
刊
よ
む
無
音
の
部
屋
に
風
薫
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

（
國
・
百
・
隆
） 

島
々
に
朝
日
煌
め
く
初
夏
の
瀬
戸 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
く
す
・
そ
・
ゆ
） 

◎
虫
干
や
四
隅
を
留
め
し
写
真
帳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
孤
・
千
・
亜
） 

里
帰
り
歩
め
ば
懐
か
し
麦
の
秋 

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
紀
・
た
・
盛
） 

あ
じ
さ
い
や
健
康
長
寿
の
同
期
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

  
 

 

（
紀
・
隆
・
正
） 

山
峡
に
雲
霞
と
見
し
は
藤
の
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

  
 
 

（
堂
・
ゆ
・
孝
） 

額
紫
陽
花
咲
く
早
朝
の
通
学
路 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

  
 
 

（
健
・
雅
・
規
） 

浅
草
で
年
一
会
す
泥
鰌
鍋 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

亜
也 

  
 

 

（
紀
・
忠
・
正
） 

夏
布
団
迷
う
ほ
ど
有
り
今
一
人 

 
 
 
 
 
   

 

け
い
子 

   
 

（
た
・
啓
・
百
） 

 

二
点 

  

リ
ハ
ビ
リ
仲
間
と
贔
屓
自
慢
の
夏
芝
居 

 
 
 
  

 

紀
久
男 

 
 
 

（
正
・
盛
） 

一
皮
も
二
皮
も
剥
け
蛇
の
衣 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

孤
舟 

 
  

 

（
五
・
○
昇
） 

新
種
な
り
紙
魚
の
逃
げ
足
超
速
し 

 
  

 
 
 
 

 
と
み
子 

 
 

 
 

（
紀
・
三
） 

仁
左
玉(

に
ざ
た
ま)

の
妖
気
あ
ふ
る
木
下
闇 

 
  

 
 

千
恵 

 
  

 

（
紀
・
け
） 

雨
に
逢
い
自
在
に
変
わ
る
紫
陽
花
色 

 
 
   

 

た
だ
し
げ 

 
 
  

（
忠
・
國
） 

耕
運
機
牛
に
代
わ
っ
て
代
を
掻
き 

 
 
   

 
 
    

 

仝 
 
  

 

（
規
・
天
） 

◎
大
銀
杏
結
え
ず
賜
杯
や
五
月
場
所 

 
 

 
 
 
  

 
 
 

堂
哉 

 
 

 
 
（
紀
・
孤
） 

 

台
湾
に
旅
し
て 

夏
空
や
台
湾
料
理
文
化
あ
り 

 
 
 
 
 
 
   

 

ゆ
た
か 
 
 
 

（
紀
・
忠
） 

雨
も
よ
い
臆
せ
ず
揚
が
る
遠
花
火 

 
 
 
 
   

 
 

び
ん 

 
 
 

（
く
す
・
孝
） 

矢
と
な
り
て
烏
帰
巣
す
夏
夕
焼 

 
 
 
 
 
   

 

百
合
子 

 
 
 

（
紀
・
千
） 

◎
月
も
な
く
風
な
き
夜
や
螢
舞
ふ 

 
 
 
       

 
 

啓
子 

 
 
 

（
孤
・
た
） 

形
代
に
託
す
夏
越
の
大
祓 

 
 
 
 
 
 
   

 
 
 
  

仝 
 
 
 

（
紀
・
隆
） 

今
朝
も
ま
た
山
鳩
鳴
く
よ
梅
雨
晴
間 

 
 
 
   

 
 

規
雄 

 
 
 

（
紀
・
び
） 

カ
フ
ェ
オ
レ
の
ハ
ー
ト
を
混
ぜ
て
梅
雨
晴
れ
間 

   

け
い
子 

 
 
 

（
清
・
堂
） 

夏
至
落
暉
常
と
変
ら
ぬ
暮
し
か
な 
 
 
 
 
 
   

 

盛
雄 

 
 
 

（
と
・
三
） 

玄
関
に
合
羽
と
帽
子
梅
雨
仕
度 
 
 
 
 
   

 
 
 

天
牛 

 
 
 

（
紀
・
規
） 

多
量
な
る
新
繭
静
か
に
荷
受
け
す
る 

 
   

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
・
啓
） 

 

一
点 

   

到
来
の
水
茄
子
さ
か
な
に
ノ
ン
ア
ル
酒 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
  

（
龍
） 

都
知
事
選
女
の
闘
い
梅
雨
に
入
る 

 
 
 
 
 

 
  

 

忠
彦 

 
 
 

（
昇
） 

検
査
終
へ
葉
桜
見
上
げ
薬
待
つ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
百
） 

さ
く
ら
ん
ぼ
贈
っ
て
く
れ
た
友
は
亡
く 

 
 
 

 
  

 
 

仝 
 
 
 

（
隆
） 

雨
上
が
り
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
匂
ひ
立
つ 

 
 
   

 

く
に
お 

 
 
 

（
そ
） 

湖
を
前
に
関
所
の
夕
焼
け
て 

 
 
 
 
 
 
 

 
  

と
み
子 

 
 
 

（
く
） 

◎
青
蔦
の
女
学
校
か
ら
ゴ
ス
ペ
ル
歌 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
孤
） 

老
鶯
は
衰
え
知
ら
ず
な
お
美
声 

 
 
 
 
 
   

 
 

千
恵 

 
 
 

（
盛
） 
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手
仕
事
の
極
み
の
刺
子
虹
の
橋 

 
 
 
 
 
 
   

 
  

仝 
 
 
 

（
五
） 

蚕
豆
の
茹
で
た
て
の
香
よ
酒
進
む 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 

（
紀
） 

行
け
口
と
な
り
し
妻
な
り
涼
み
川
床 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
五
） 

こ
の
奥
も
紫
陽
花
寺
と
人
は
呼
び 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
く
す
） 

 
 

校
門
を
く
ぐ
り
右
手
に
藤
の
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
隆
） 

紫
陽
花
や
山
の
停
車
場
雨
の
色 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
天
） 

江
ノ
島
の
巖
上
草
刈
る
長
柄
鎌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 

（
亜
） 

定
刻
で
針
の
止
ま
り
し
時
計
草 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
紀
） 

紫
陽
花
の
曼
荼
羅
巡
る
寺
の
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
雅
） 

縄
文
の
森
に
雨
降
る
雨
蛙 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
雅
） 

上
着
着
る
人
絶
え
夏
の
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

（
龍
） 

い
ま
ど
き
は
男
女
別
な
き
日
傘
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
國
） 

甘
酒
や
本
来
の
季
に
売
ら
れ
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
句 

 

評
】 

十
点
句 

睡
蓮
の
浮
き
葉
押
し
分
け
鯉
の
髭 

 
 
 
 

び
ん 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
あ
の
大
き
く
開
い
た
口
許
に
留
ま
ら
ず
、
髭
に
ま
で
目
が
届
い
て
成
功
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
美
し
い
睡
蓮
の
池
の
下
か
ら
鯉
の
髭
が
現
れ
る
シ
ー
ン
を
思
い
浮
か
べ
る
と
可
笑
し
み
が 

溢
れ
て
ま
す
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
池
の
浮
葉
の
間
か
ら
顔
を
見
せ
た
大
き
な
鯉
。
立
派
な
ひ
げ
が
印
象
的
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
髭
が
巧
い
！
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
浮
き
葉
を
押
し
分
け
て
く
る
鯉
。
髭
に
焦
点
を
当
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
何
と
も
リ
ア
ル
な
映
像 

を
想
起
さ
せ
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
大
型
魚
と
し
て
の
鯉
の
迫
力
や
存
在
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

 

九
点
句 

日
の
落
ち
て
瀬
音
高
ま
る
鮎
の
宿 

 
 
 
 

康
敏 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
明
日
朝
の
鮎
の
解
禁
時
刻
を
目
指
し
て
、
釣
り
人
が
夕
方
か
ら
宿
に
集
ま
っ
て
興
奮
気
味
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す 

瀬
音
高
ま
る
と
い
う
表
現
が
見
事
で
す 

亜
也
さ
ん
・
・
・
日
中
は
視
覚
や
他
の
音
に
紛
れ
て
い
た
瀬
音
を
暗
く
な
り
ゆ
く
中
で
意
識
。 

腰
に
挿
す
団
扇
決
ま
り
て
漢
か
な 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
お
祭
り
慣
れ
し
て
い
る
鯔
背
な
人
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
糊
の
利
い
た
藍
浴
衣
の
腰
に
、
団
扇
を
差
し
た
鯔
背
な
男
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
鯔
背
な
若
者
の
姿
が
鮮
や
か
！ 

啓
子
さ
ん
・
・
・
何
と
鯔
背
な
！
！
の
ひ
と
言
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
と
に
か
く
、
カ
ッ
コ
い
い
。
そ
の
一
語
で
す
。「
漢
」
は
、「
お
と
こ
」
で
し
ょ
う
か
。
自
分
で 

そ
う
読
ん
で
ま
す
。
故
吉
右
衛
門
？
そ
れ
と
も
仁
左
衛
門
？
か
な
。 

 

七
点
句 

 

湧
き
水
は
地
球
の
息
吹
花
菖
蒲 

 
 
 
 

 
  

孤
舟 

 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
地
球
上
の
環
境
は
楽
観
出
来
ま
せ
ん
が
、
花
菖
蒲
を
潤
わ
す
湧
き
水
は
ま
さ
に
息
吹
、
せ
め 

て
も
の
救
い
で
す
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
地
球
の
息
吹
と
は
力
強
い
。
富
士
山
麓
の
湧
水
で
し
ょ
う
か
。 
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目
に
眩
し
素
足
が
歩
む
初
夏
の
街 

 
 
  

た
だ
し
げ 

 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
素
足
が
歩
む
と
い
う
表
現
に
微
妙
な
感
じ
を
う
け
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
    

※
句
会
中
で
・
・「
素
足
」「
初
夏
」
で
季
重
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

解
（
ほ
ど
）
け
く
る
月
下
美
人
の
白
光
す 

 
  

啓
子 

  
 

と
み
子
さ
ん
・
・
「 

白
光
す
」
が
、
月
下
美
人
の
花
の
美
し
さ
を
よ
く
語
っ
て
い
ま
す
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
解
け
く
る
の
フ
レ
ー
ズ
が
い
い
で
す
ね
。
短
命
な
花
の
開
花
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

六
点
句  

年
寄
り
の
細
脛
見
せ
る
半
ズ
ボ
ン 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
年
々
暑
く
な
つ
て
き
ま
し
た
。
半
ズ
ボ
ン
を
自
信
を
持
っ
て
は
い
て
く
だ
さ
い
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
私
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
駐
在
し
て
か
ら
帰
国
後
も
夏
は
半
ズ
ボ
ン
を
愛
用
し
て
い
ま
す
。 

細
脛
は
し
か
た
が
な
い
の
で
、
せ
め
て
背
筋
は
ピ
ン
と
伸
ば
し
て
！ 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
・
よ
く
見
か
け
る
情
景
で
す
。
微
笑
ま
し
い
で
す 

無
住
寺
の
苔
む
す
句
碑
や
額
の
花 

 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
荒
れ
果
て
た
無
住
の
寺
、
苔
む
し
た
句
碑
、
そ
こ
に
咲
い
て
い
る
華
や
か
な
感
じ
の
額
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

        
 

そ
の
対
比
が
面
白
い
。 

時
計
草
い
つ
ま
で
妻
の
立
話  

 
     

 
 
 

康
敏 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
女
性
の
立
話
は
、
時
計
草
も
驚
く
ほ
ど
延
々
と
続
く
も
の
だ
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
季
語
が
上
手
い
！
我
が
家
で
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
り
ま
す
！  

百
合
子
さ
ん
・
・
こ
の
時
計
草
が
目
に
入
ら
ぬ
か
！ 

立
話
は
女
性
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
、
ど
う
ぞ
ご
勘
弁
を
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
上
五
の
季
語
が
楽
し
い
一
句
に
仕
上
げ
ま
し
た
。  

 

五
点
句  

田
に
水
が
入
れ
ば
賑
や
か
蛙
鳴
く 

 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
代
搔
き
が
終
わ
っ
た
田
圃
で
は
、
い
つ
の
間
に
か
蛙
の
大
合
唱
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
日
本
の
原
風
景
っ
て
こ
ん
な
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
し
ば
ら
く
体
感
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
殊
の
外
蛙
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
  

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
原
因
と
結
果
で
す
。
原
因
と
結
果
は
理
屈
で
あ
っ
て
詩
で
は
な
い
と
さ
れ
ま
す
。 

つ
か
の
間
の
楽
園
に
入
る
昼
寝
か
な 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
昼
寝
は
日
頃
の
憂
さ
忘
れ
さ
せ
、
幸
せ
の
国
へ
誘
っ
て
く
れ
る
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
お
昼
寝
の
寝
入
り
ば
な
の
夢
心
地
わ
か
り
ま
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
昼
寝
の
気
持
ち
良
さ
を
上
手
に
表
現
し
て
い
る
。 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
午
後
の
ひ
と
時
の
微
睡
み
は
、
何
と
も
言
え
な
い
快
楽
を
も
た
ら
せ
て
く
れ
る
。
つ
か
の
間
な 

ん
だ
け
ど
「
楽
園
」
と
表
し
て
い
る
の
が
微
妙
に
良
い
。 

 

四
点
句 

喪
の
家
に
猫
出
迎
へ
る
暑
さ
か
な 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
句
の
背
後
に
、
物
語
が
あ
る
気
が
い
た
し
ま
し
た
。 

雨
の
日
も
老
ひ
を
慰
む
濃
紫
陽
花 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
・
庭
先
の
風
景
で
し
ょ
う
か 

雨
の
日
と
い
う
表
現
が
微
妙
な
響
き
を
感
じ
ま
す
。 

※
孤
舟
選
者
・
・「
老
ゆ
」
は
上
二
段
活
用
で
す
の
で
、「
老
ひ
」
は
「
老
い
」
と
な
り
ま
す
。 

 
 
 

地
下
鉄
を
上
が
れ
ば
神
田
祭
か
な 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
静
か
な
地
下
鉄
の
階
段
を
あ
が
る
と
、
人
間
の
ざ
わ
め
き
が
急
に
せ
ま
っ
て
来
ま
す
ね
。 

 
 
 

 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
先
行
句
が
あ
り
ま
す
。〈
地
下
鉄
を
上
れ
ば
神
田
祭
か
な 

前
野
雅
生
〉 
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潮
の
香
の
松
風
涼
し
安
吾
の
碑 

 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
新
潟
寄
居
浜
の
松
林
の
中
、
坂
口
安
吾
の
碑
「
ふ
る
さ
と
は
語
る
こ
と
な
し
」。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
新
潟
の
坂
口
安
吾
の
生
誕
碑
で
あ
ろ
う
。
「
私
の
ふ
る
さ
と
の
家
は
空
と
、
海
と
、
砂
と
、 

松
林
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
吹
く
風
で
あ
り
、
風
の
音
で
あ
っ
た
。
」（
石
の
思
ひ
） 

  

夕
顔
の
白
き
を
捧
ぐ
舞
扇 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
  

康
敏
さ
ん
・
・
・
舞
扇
に
夕
顔
の
白
い
花
。「
白
露
の
光
添
へ
た
る
夕
顔
の
花
」
源
氏
物
語
の
薄
命
な
夕
顔
が
思 

い
出
さ
れ
る
。『
光
る
君
へ
』
の
思
い
入
れ
で
し
ょ
う
か
。 

正
己
さ
ん
・
・
・
中
七
で
そ
の
白
さ
が
目
に
迫
っ
て
来
る
。 

年
老
い
て
葉
桜
愛
で
る
男
あ
り 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
満
開
の
桜
に
は
愛
で
る
気
持
に
儚
さ
も
漂
い
ま
す
が
、
葉
桜
に
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
未
来
が
あ 

り
そ
う
な
、
こ
れ
は
老
い
て
知
る
境
涯
で
し
ょ
う
か
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
自
然
の
移
ろ
い
そ
の
も
の
を
い
さ
さ
か
の
諦
念
と
と
も
に
受
容
し
愛
惜
す
る
姿
。 

松
落
葉
老
い
を
語
り
て
庭
を
掃
く 

 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
松
落
葉
が
語
り
掛
け
て
く
る
の
か
、
作
者
が
松
落
葉
に
語
り
掛
け
て
い
る
の
か
、
私
も
庭
を 

掃
き
な
が
ら
会
話
し
ま
す
。 

紫
陽
花
や
草
む
す
駅
の
雨
上
が
り 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
無
人
駅
で
し
ょ
う
ね
。
ひ
と
き
わ
紫
陽
花
だ
け
が
美
し
く
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
ね
。 

灼
け
石
の
陣
を
取
ら
ん
と
池
の
亀 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
・
亀
は
日
焼
け
を
恐
れ
ず
に
甲
羅
干
し
す
る
様
で
す
。 

夏
夕
焼
け
浄
土
は
赤
る
や
鳥
の
群 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
夕
焼
け
の
先
に
は
西
方
浄
土
か
。「
赤
る
」
茂
吉
に
「
あ
か
あ
か
と
」
と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す 

ね
。
日
本
画
を
思
わ
せ
ま
す
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・[

春
と
修
羅]

の
最
終
調
和
局
面
？ 

結
局
い
づ
れ
こ
の
世
の
生
涯
に
お
か
れ
ま
し
て
も
そ
れ
は 

巧
く
い
っ
た
結
果
で
し
た
ョ
っ
て
    

そ
ー
か
な
ー
？
で
も
何
と
な
く
救
わ
れ
る
感
じ
。 

艶
や
か
な
立
葵
か
な
女
子
バ
レ
ー 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・ 

確
か
に
、
バ
レ
ー
女
子
選
手
は
立
葵
に
似
る
。「
バ
レ
ー
女
子
コ
ー
ト
を
狭
く
立
葵
」
で
も
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
背
の
高
い
、
顔
の
小
さ
な
美
人
選
手
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
確
か
に
「
立
葵
」。
季
語
の
斡
旋 

が
今
ど
き
で
効
い
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。 

 

三
点
句 

羽
抜
鶏
さ
れ
ど
矜
恃
を
失
は
ず 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
雄
鶏
か
？
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
ま
す
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
老
齢
で
羽
抜
鶏
さ
な
が
ら
だ
が
、
プ
ラ
イ
ド
だ
け
は
高
い
。
御
自
身
の
こ
と
？ 

己
が
影
水
面
走
ら
せ
あ
め
ん
ぼ
う 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
あ
め
ん
ぼ
う
の
動
き
が
見
え
る
見
事
な
お
句
と
思
い
ま
す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
よ
く
見
て
い
ま
す
ね
。
本
当
に
そ
う
で
す
ね
。
観
察
眼
に
感
心
し
ま
し
た
。 

苔
玉
に
白
き
花
あ
る
夏
至
の
夕 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
夏
至
の
頃
咲
い
て
い
る
の
は
白
丁
花
だ
ろ
う
か
。
苔
玉
に
白
い
花
、
い
か
に
も
涼
し
げ
だ
。 

メ
ロ
ン
パ
フ
エ
昨
日
の
憂
ひ
和
ら
ぎ
て 

 
 
 

と
み
子 

 
 

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
理
知
の
ソ
ー
ダ
水
と
は
一
味
違
う
情
意
の
パ
フ
ェ
。 
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子
ら
の
支
へ
大
い
に
あ
る
よ
亡
夫
（
つ
ま
）
に
ビ
ー
ル 

 

と
み
子 

 

び
ん
さ
ん
・
・
・
下
句
が
六
音
と
破
調
で
す
が
実
に
う
ま
く
こ
な
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
絹
漱
師
の
最
晩
年
の
作 

に
「
鳩
寒
し
四
五
歩
の
距
離
を
離
れ
ず
二
羽
」
の
破
調
の
句
が
あ
り
ま
す
。
中
句
の
字
余
り 

は
厳
戒
で
す
が
、
こ
の
下
六
の
場
合
は
亡
夫
へ
の
慕
情
も
深
く
、
見
事
な
余
韻
を
生
ん
で
い 

る
と
思
い
ま
す
。 

朝
刊
よ
む
無
音
の
部
屋
に
風
薫
る 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
孤
独
な
時
間
で
も
友
に
な
る
風
が
い
る
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
新
聞
を
め
く
る
音
も
聞
こ
え
そ
う
な
静
謐
な
空
間
、
風
の
薫
り
を
感
じ
る
こ
の
余
裕
・
・
・ 

島
々
に
朝
日
煌
め
く
初
夏
の
瀬
戸 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

虫
干
や
四
隅
を
留
め
し
写
真
帳 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・
セ
ピ
ア
色
に
染
ま
っ
た
昔
の
写
真
が
貼
ら
れ
た
古
び
た
写
真
帳
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
私
も
そ
う
や
っ
て
留
め
て
い
ま
し
た
。
懐
か
し
い
で
す
。
い
ま
は
も
う
廃
番
で
す
ね
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
そ
う
そ
う
、
そ
う
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
剥
が
れ
か
け
て
い
る
隅
も
あ
っ
た
り
し
て…

。 

里
帰
り
歩
め
ば
懐
か
し
麦
の
秋 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
久
し
ぶ
り
の
初
夏
の
帰
省
、
懐
か
し
さ
が
良
く
理
解
で
き
る
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
故
郷
し
の
ぶ
素
朴
な
佳
句
。
麦
の
秋
で
決
ま
り
ま
し
た
。 

あ
じ
さ
い
や
健
康
長
寿
の
同
期
会 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
夏
に
母
は
紫
陽
花
柄
の
ブ
ラ
ウ
ス
を
着
て
い
ま
し
た 

山
峡
に
雲
霞
と
見
し
は
藤
の
花 

 
 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
兵
庫
県
の
奥
や
大
阪
の
能
勢
の
奥
を
ド
ラ
イ
ブ
し
ま
す
と
、
正
に
こ
の
句
の
通
り
で
す
。
車
窓 

の
右
や
左
に
見
付
け
て
は
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
・
水
彩
画
の
よ
う
な
趣
が
あ
り
ま
す 

夏
布
団
迷
う
ほ
ど
有
り
今
一
人 

 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
以
前
は
み
ん
な
で
使
っ
て
た
夏
蒲
団
も
家
族
も
少
な
く
な
り
、
そ
の
寂
し
さ
が
、 

 
 

下
五
で
上
手
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
・
家
族
の
変
遷
が
偲
ば
れ
る
佳
句
と
思
い
ま
し
た
。
忙
し
か
っ
た
け
れ
ど
充
実
し
た
日
々
で
も 

あ
り
ま
し
た
。 

 

二
点
句 

一
皮
も
二
皮
も
剥
け
蛇
の
衣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
巧
み
で
す
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
二
皮
も
と
念
を
押
し
た
措
辞
の
ユ
ー
モ
ア
に
脱
帽
。
成
長
の
変
化
の
大
き
さ
も
見
え
て 

き
ま
す
。 

耕
運
機
牛
に
代
わ
っ
て
代
を
掻
き 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
急
に
会
社
に
農
業
機
械
課
だ
か
部
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
時
代
は
す
っ
か
り 

変
わ
り
ま
し
た
！ 

大
銀
杏
結
え
ず
賜
杯
や
五
月
場
所 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
昨
今
の
横
綱
・
大
関
の
不
甲
斐
な
さ
。 

月
も
な
く
風
な
き
夜
や
螢
舞
ふ 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
辺
り
が
真
っ
暗
で
無
風
の
状
態
が
蛍
の
乱
舞
す
る
条
件
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
蛍
の
飛
ぶ
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
。 
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形
代
に
託
す
夏
越
の
大
祓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
田
舎
か
ら
連
れ
て
き
た
母
は
病
気
で
逝
っ
た
。
生
前
、
大
宮
八
幡
宮
（
杉
並
）
で
回
復
を
一
緒
に 

祈
っ
た
。 

紀
久
男
・
・
・
季
重
な
り
が
あ
る
も
、
捨
て
が
た
い
。 

カ
フ
ェ
オ
レ
の
ハ
ー
ト
を
混
ぜ
て
梅
雨
晴
れ
間 

 
 

け
い
子 

 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
誰
か
を
待
つ
間
か
な
？
そ
れ
と
も
連
れ
と
話
な
が
ら
か
な
？
中
七
が
良
い
で
す
ね 

多
量
な
る
新
繭
静
か
に
荷
受
け
す
る 

 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
絹
を
紡
ぎ
出
す
春
蚕
が
作
っ
た
繭
が
届
い
た
の
で
し
ょ
う
。
大
切
に
有
難
く
受
け
取
る
。 

し
ん
と
し
た
祈
り
の
想
い
す
ら
感
じ
ま
し
た
。 

 

一
点
句 

 

到
来
の
水
茄
子
さ
か
な
に
ノ
ン
ア
ル
酒 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
禁
酒
法
の
時
代
で
も
な
く
あ
ら
ゆ
る
美
酒
が
溢
れ
か
え
る
今
日
こ
の
頃
で
ご
ざ
ん
す
の
に 

昨
今
はsober curious 

な
方
が
増
加
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
す
。 

検
査
終
へ
葉
桜
見
上
げ
薬
待
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

 

百
合
子
さ
ん
・
・
葉
桜
を
見
上
げ
な
が
ら
、
良
き
結
果
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
、
と
。 

 
 

 
 

 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
三
段
切
れ
で
す
。
し
か
も
、
動
詞
が
三
つ
も
あ
り
ま
す
。
一
句
一
動
詞
を
心
掛
け
て
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「
葉
桜
や
検
査
で
薬
一
つ
増
え
」
で
は
。 

さ
く
ら
ん
ぼ
贈
っ
て
く
れ
た
友
は
亡
く 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
バ
レ
ス
チ
ナ
で
も
次
々
と
人
々
は
消
え
た
。
存
在
し
た
の
に
存
在
し
な
い
人
に 

な
っ
た
。
生
命
の
誕
生
以
来
涙
は
尽
き
な
い
。 

青
蔦
の
女
学
校
か
ら
ゴ
ス
ペ
ル
歌 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 
 

 

孤
舟
選
者
・
・
・「
蔦
の
絡
ま
る
チ
ャ
ペ
ル
で
・
・
」
聖
歌
が
聴
こ
え
て
く
る
。 

老
鶯
は
衰
え
知
ら
ず
な
お
美
声 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
友
人
で
し
ょ
う
か
、
ご
自
身
の
事
で
し
ょ
う
か
。「
な
お
美
声
」
が
い
い
で
す
ね
。 

手
仕
事
の
極
み
の
刺
子
虹
の
橋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ア
イ
ヌ
の
も
の
か
。
し
っ
か
り
と
縫
っ
た
衣
装
。
外
に
は
雨
上
が
り
の
虹
が
さ
し
て
い
た
よ
う

で
す
。 

行
け
口
と
な
り
し
妻
な
り
涼
み
川
床 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ほ
ん
の
り
と
し
た
色
気
が
い
い
で
す
ね
。
美
人
な
の
で
し
ょ
う
。 

校
門
を
く
ぐ
り
右
手
に
藤
の
棚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
予
期
せ
ぬ
感
動
で
し
ょ
う
。 

「
校
門
を
く
ぐ
り
右
手
に
藤
の
咲
く
」
で
も
。 

紫
陽
花
や
山
の
停
車
場
雨
の
色 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
自
然
は
り
っ
ぱ
な
も
の
で
、
人
間
に
は
全
く
関
係
な
く
美
し
い
花
を
咲
か
す
の
で
す
ね
。 

江
ノ
島
の
巖
上
草
刈
る
長
柄
鎌 

 
 
 
 
 
 
   

 

び
ん 

 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
ち
ょ
っ
と
大
袈
裟
な
と
こ
ろ
の
滑
稽
味
が
い
い
。
「
巌
上
」
が
効
い
て
い
る
。 

上
着
着
る
人
絶
え
夏
の
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・Heat Dome

時
代
に
生
き
る
我
等
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

🔳 

🔳 

🔳 

🔳 

🔳 

🔳 

🔳 
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【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

日
時
：
令
和
六
年
七
月
二
十
五
日(

木) 
13

：00

か
ら 

 

世
田
谷
区
三
軒
茶
屋 

新
・
し
ゃ
れ
な
あ
ど 

《
ご
注
意
下
さ
い
！ 

し
ゃ
れ
な
あ
ど 

は
近
く
で
す
が
移
転
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
ご
参
加
者
に
は
、
添
付
の
地
を
お
持
ち

い
た
だ
き
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
田
園
都
市
線
三
軒
茶
屋
駅
上
っ
て

3

分
の
立
地
で
す
。
不
明
な
場
合
は
遠
慮
せ
ず
、
星
田
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い 
℡080-8870

-8201

》 

当
日
ご
出
席
者
に
於
か
れ
て
は
、
当
季
雑
詠
５
句
、
ご
投
句
の
み
の
方
々
に
は
２
句
を
目
処
と
し
て 

事
前
に
当
方
（
星
田
）
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
日
の
選
句
表
を
事
前
に
作
成
致
し
ま
す
。
締
切
は 

七
月
二
十
二
日(

月)

中
で
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

【
青 

葉 

会 

報
】 

一
、 

今
回
は
、
世
田
谷
区
施
設
の
会
議
室
「
し
ゃ
れ
な
あ
ど
」
が
移
転
し
て
初
め
て
の
句
会
で
し
た
。
猛
暑
の
中
、
初
め

て
の
場
所
に
集
う
と
い
う
の
は
、
些
か
不
安
が
つ
き
ま
と
う
も
の
で
す
。
そ
れ
で
も
何
と
か
概
ね
無
事
に
集
合
す
る
こ
と

が
で
き
新
し
い
ビ
ル
の
部
屋
で
の
句
会
と
な
り
ま
し
た
。 

結
果
は
ご
覧
の
通
り
で
、
び
ん
さ
ん
が
十
点
、
亜
也
さ
ん
、
康
敏
さ
ん
の
お
二
方
が
九
点
、
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
も
四

点
句
が
大
変
多
く
、
皆
さ
ま
の
選
句
の
ご
苦
労
も
あ
っ
た
か
に
見
え
ま
す
。
こ
れ
も
佳
き
こ
と
、
と
感
じ
ま
す
が
如
何
で

し
ょ
う
か
。 

 

孤
舟
選
者
近
詠 

穴
空
き
の
ジ
ー
ン
ズ
を
穿
く
暑
さ
か
な 

 
 
 
 

花
の
名
を
教
は
り
教
へ
風
薫
る 

 
 
 
 

新
緑
や
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
の
ド
ッ
グ
ラ
ン 

 
 
 
 

風
と
来
て
水
を
掠
む
る
揚
羽
蝶 

 
 
 
 

蛇
の
衣
少
女
も
脱
皮
す
る
気
配 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

関
係
者
近
詠 

性
別
の
記
入
任
意
と
芽
吹
き
初
む 

 
 
 
 
 
 
 

真
希
子 
 
 
 

山
葵
田
を
ひ
た
す
清
流
天
城
超
え 

 
 

陽
亮 

抗
癌
剤
と
い
ざ
い
ざ
勝
負
山
笑
ふ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

ペ
ン
だ
こ
も
訛
も
失
せ
て
啄
木
忌 

※ 
 

仝 

背
丈
越
す
母
を
守
る
か
に
卒
業
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

隅
堤
の
花
に
嬌
声
人
力
車 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 
 
 

衣
食
住
足
り
つ
も
妬
心
シ
ク
ラ
メ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

飛
花
落
花
労
は
り
合
う
て
五
十
年 

 
 
 

仝 

三
段
に
鉄
棒
錆
び
て
い
ぬ
ふ
ぐ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

弘
子 

 
 
 

生
き
て
ゐ
る
限
り
あ
の
歌
半
仙
戯 

 
 
 

仝 

潮
騒
の
い
つ
か
忘
れ
て
桜
貝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

く
ち
び
る
の
さ
み
し
き
夜
や
花
万
朶 

 
 

仝 

小
菫
に
草
田
男
の
句
碑
囲
ま
れ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

名
画
座
に
故
人
集
へ
り
竹
の
秋 

 
 
 
 

仝 

花
冷
え
や
賽
銭
箱
に
硬
き
音 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

※
の
句
「
ペ
ン
だ
こ
」
は
「
た
こ
」
が
漢
字
で
す 

叱
ら
れ
た
父
と
の
ベ
ン
チ
朝
桜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 

が
、PC

の
不
具
合
か
変
換
で
き
ず
読
み
の
ま 

じ
れ
っ
た
き
天
道
虫
の
遠
回
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 

ま
表
記
し
ま
し
た
。
お
詫
び
致
し
ま
す
。 

ぼ
わ
ぼ
わ
と
産
毛
芽
吹
き
の
落
羽
松 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
―
―
―

森
の
座 

横
澤
放
川 

選 

（
日
経
俳
壇
選
者
） 

  
 
 
 
 
 

令
和
六
年
七
月
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 
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